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　正月太りから徐々に体重を戻しつつある沼尾です。目標マイナス１２kgまでの道のりは遠いです。まず
は、体を動かすことが大切。とりあえず走ろうと思いまして、ランニングシューズを買いました。毎日早朝
と夕方に自宅、会社の周辺を走る予定です。見かけたら是非エールをよろしくお願いします！　　　　　

（記事 ： 沼尾 一）
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●仕事に頑張っていること
　私が仕事で頑張っていることは、会社の仲間と
のチームワークです。
　日々伝達や調整、会社でのレクレーション等さ
まざまな取り組みをしています。
　私の仕事は足場です。私からすれば足場もス
ポーツも同じようなものです。
　とてもチームワークが大切なのです。

●趣味・好きなこと
　私の好きなことは人と話をすることです。
　いろんな人の話を聞いて勉強になるし、人と触れ合うこ
とがとても楽しいのです。
　尾道青年会議所でも活動を通して、たくさんの方と触れ合って親交を深めていき
たいと思います。
　よかったらみなさんでいろいろお話しましょう。

会 社 名　有限会社 上川組
会社住所　尾道市高須町5402
業　　種　建設業

上 川  竜 次
かみかわ りゅうじ

●学生時代に頑張ったこと
　私は学生時代ずっとバスケットボールを
しており、大学ではサークルに所属しキャ
プテンをさせていただきました。サークル
紹介動画の作成、SNSを活用する事で新
入生が毎年30人ほど入るサークルになり
ました。また他のバスケサークルに出向
き、関わりを持つことで新たな大会を開催
でき、横の繋がりもかなり増えました。

●趣味・好きなこと
　好きなことは旅行、スノーボードや飲み会です。海外旅行には毎年行っており、行っ
たことのない国に行くことで新たな発見や経験ができるところが魅力です。ウィン
タースポーツは見るのもするのも好きです。みんなでワイワイしている時間が一番
好きです。何事も誘われたらまずはやってみるというスタイルなので、ぜひ誘ってくだ
さい！

会 社 名
株式会社 恵泉ホールディングス
会社住所
尾道市平原3丁目1番15号
業　　種　福祉業、飲食業

狩 野  聡 汰
かのう そうた

●学生時代に頑張ったこと
　中学・高校とバレーボールをしており、決して強いチームと
は言えませんでしたが、6年間レギュラーでセッターという司
令塔みたいなポジションをしておりました。
　中学・高校ともに主将も経験させて頂き、充実した学生生活
となりました。

●趣味・好きなこと
　趣味は、野球観戦、ドラマやアニメ鑑賞、
筋トレです。
　野球はやったことないですが、カープの
試合を見るのは好きです。ルールはアニメ
のメジャーと父から学びました。
　筋トレは昨年の夏から始め、最終目標は松本人志のような肉体
を手に入れることです。

会 社 名　有限会社 おだ酒店
会社住所　尾道市古浜町2-45
業　　種　酒類販売小売業

小 田  康 聖
おだ こうせい

新入会員紹介

　
1
月
16
日
（
月
）
、
尾
道
国
際
ホ

テ
ル
に
て
「
乗
風
破
浪
～
我
ら
の

帆
で
未
来
を
掴
め
～
」
を
テ
ー
マ
に

2
0
2
3
年
の
船
出
と
な
る
新
年
宴

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

2
0
2
0
年
以
来
3
年
ぶ
り
と
な
る

宴
会
形
式
で
の
設
え
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
𠮷𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
り
𠮷
年
𠮷

の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
結
束
～
自
分
ら

し
さ
を
忘
れ
ず
」
へ
の
思
い
、
決
意

を
O
B
、
そ
し
て
現

役
メ
ン
バ
ー
に
向
け
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
縁
を
開
く
た
め
、
鏡
開
き
に
て
乾
杯
を
行
い

ま
し
た
。
𠮷
𠮷
及
び
委
員
会
紹
介
で
は
出
席
者
全

メ
ン
バ
ー
に
登
壇
し
て
い
た
だ
き
、
2
0
2
3
年

の
尾
道
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
の
顔
触
れ
を
先
輩

方
に
お
披
露
目
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
活

躍
し
て
く
れ
る
9
名
の
新
入
会
員
に
は
一
人
ひ
と

り
自
己
紹
介
と
意
気
込
み
を
述
べ
て
も
ら
い
、
ま

た
今
年
が
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
と
な
る
11
名
の
卒

業
予
定
者
を
紹
介
し
、
代
表
し
て
中
司
昌
克
君

が
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
に
向
け
て
の
一
言
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
緊
張
感
も
あ
り
な
が
ら
も
和
や
か

な
時
間
を
先
輩
方
と
過
ご
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
定
な
情
勢
、
そ
し
て
御

多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・

特
別
会
員
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
こ
の
3
年
間
希
薄
と
な
っ
て
い
た

先
輩
方
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

場
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
𠮷
：
中
国
地
区
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実
行
特
別
委
員
会

副
実
行
委
員
𠮷
　
安
保 

大
輔
）

　
1
月
16
日
（
月
）
尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、
1

月
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
2
3
年
𠮷
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
𠮷
例
会
で

は
、
𠮷
𠮷
𠮷
・
直
前
𠮷
𠮷
𠮷
・
監
𠮷
の
バ
ッ
ジ
が
𠮷𠮷

𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
率
い
る
新
体
制
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
𠮷𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
の
年
頭
あ
い
さ
𠮷
で

は
、
𠮷
年
𠮷
の
テ
ー
マ
「
結
束
～
自
分
ら
し
さ
を
忘

れ
ず
に
～
」
の
元
、
𠮷
年
𠮷
に
向
け
た
力
強
い
思
い

を
現
役
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
く
各
種
表
彰
で
は
、
2
0
2
2
年
𠮷
満
期
退

会
者
の
皆
様
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
2
0
2
2

年
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
・
監
𠮷
・
出
向
者
・
例
会
皆
出
席
者

の
努
力
と
功
績
を
称
え
、
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

皆
様
の
達
成
感
に
満
ち
た
姿
は
記
憶
に
残
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　
満
期
退
会
者
の
表
彰
で
は
、
𠮷𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
か

ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ

れ
、
代
表
と
し

て
今
岡
正
英
先

輩
か
ら
現
役
メ

ン
バ
ー
に
お
心
づ
け
を
い
た
だ
き
、
現
役
会

員
へ
温
か
く
心
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
総
務
広
報
委
員
会
と
し
て
１
月
例
会
設
営

は
多
々
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
無
𠮷
、
滞
り
な
く
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
記
𠮷
：
藤
𠮷 

祐
輔
）

１
月
例
会

新 年 宴 会新 年 宴 会



　
1
月
20
日（
金
）～
22
日（
日
）、2
0
2
3
年
度 

京

都
会
議
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
０
２
３
年
度
は
、テ
ー
マ「R

em
em

ber Y
our 

D
ream

」と
題
さ
れ
、多
く
の
日
本
青
年
会
議
所・各

地
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
が一堂
に
会
し
ま
し
た
。

　
20
日（
金
）は
中
国
地
区
協
議
会
会
員
会
議
所
会
議

並
び
に
地
区
ナ
イ
ト
に
参
加
し
、尾
道
の
地
で
開
催
さ

れ
る
地
区
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
に
向
け
て
、中
国
５

県
各
Ｌ
Ο
Ｍ
の
結
束
を
強
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
21
日（
土
）は
各
種
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
参
加
し
、自
己
研
鑽

を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
Ｌ

Ｏ
Ｍ
ナ
イ
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。途
中
、中
国
地
区
協
議

会 

山
田
会
長
、広
島
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会 

島
田
会
長
が
ご

挨
拶
に
来
ら
れ
、中
国
地
区

並
び
に
広
島
県
全
体

で
の
団
結
力
を
深
め

る
と
と
も
に
、多
く
の

メ
ン
バ
ー
と
多
い
に
お

互
い
の
想
い
を
交
し
合
い
、京
都
の
地
に
て
メ
ン
バ
ー
同

士
の
懇
親
を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
22
日（
日
）に
は
新
年
式
典
に
参
加
を
し
ま
し
た
。

満
員
の
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、麻
生
会
頭
の
新
年
念

頭
挨
拶
を
拝
聴
し
、今
後
の
活
動
に
向
け
て
メ
ン
バ
ー

の
想
い
が一つ
に
な
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参

加
し
、た
く
さ
ん
学
び
の
機
会
を
得
る
事
が
出
来
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
記
事
：
中 

直
哉
）

　
1
月
28
日
（
土
）
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
広
島
に
て
、
公
益
社
団
法
人
日
本

青
年
会
議
所
中
国
地
区
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
新
春
会
議
並
び
に
新
春
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
で
は
、

一
般
社
団
法
人 

福
山
青
年
会
議
所
か
ら
出
向
さ
れ
て
お
り
ま
す
島
田 

宗
輔
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
の
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
出
会
い
つ
な
が
る 

～
魅
力
溢
れ
る
広
島
へ
～
」
の
元
、
広
島
県
内
の
各
地
青
年
会
議

所
メ
ン
バ
ー
が
一
同
に
集
い
、
本
年
度
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の

ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
春
会
議
で
は
、
島
田
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

副
会
長
、
委
員
長
の
事
業
方
針
説
明
を
通
じ
、
多
く
の
こ
と
を
持
ち

帰
る
新
春
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　
続
く
新
春
交
流
会
で
は
、
山
田
直
前
会
長
の
乾
杯
で
盛
大
に
ス

タ
ー
ト
し
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ
を
超
え
た
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
各
L
O
M
及
び
理
事
長
の
紹
介
で
は
、
𠮷𠮷
田
理
事
長
が
メ
ン

バ
ー
の
前
で
所
信
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
国
地
区
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
主
管
L
O
M
と
し
て
、
尾

道
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
が
結
集
し
、
地
区
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の

P
R
を
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
駆
け
付
け
、広
島
県
内
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
親
睦
を

深
め
、広
島
県
内
L
O
M
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　 

（
記
事
：
高
升 

純
）

　
1
月
7
日
（
土
）
広
島
市
の
上
田
流
和
風
堂

に
て
初
釜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
田
宗
箇
流
の
初
釜
は
、
新
年
を
祝
い
1
年

の
無
病
息
災
を
祈
る
も
の
で
あ
り
、
作
法
の
特
徴

と
し
て
、
凛
と
し
て
美
し
く
、
男
性
は
男
性
ら
し

く
、
女
性
は
女
性
ら
し
く
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
県
内
12
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
理
事
長
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク

役
員
団
が
一
堂
に
会
し
、
お
も
て
な
し
を
受
け

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
別
室
で
の
祝
膳
の
席
で
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
　 

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
向
井 

豪
佑
）

まちの未来創造室

　２０２３年度 まちの未来創造室 副理事長
を仰せつかりました小林暢玄と申します。

　新型コロナウイルスの影響を受け、活動自体が難しい時
期が続きましたが、ようやく制限なく活動できる兆しがある
ことを大変嬉しく思っております。
　今年度は𠮷田理事長が掲げられる「結束～自分らしさを
忘れずに～」を軸とし、まちの声に耳を傾け、まちの為に声
をあげていけるよう邁進したいと考えております。
　輝くまちづくり推進委員会、総務広報委員会の素晴らしい
個性を持ったメンバーと一致団結して、尾道の未来を創造し
て参りますので、一年間どうぞ宜しくお願い申し上げます。

　●テーマ 　　　　　   「声」
副理事長 小林 暢玄

中国地区コンファレンス特別室

　本年度、中国地区コンファレンス特別室
の実行委員長を仰せつかりました平岡で御

座います。一年間、どうぞ宜しく御願い申し上げます。尾道
青年会議所は今年、25年ぶりに地区コンファレンスの主管
LOMとなりました。実行委員長として、尾道の魅力を最大
限に発揮し、中国5県の現役メンバーに知って頂けるよう努
めてまいります。また、当日はOBの先輩方にはOB会の開
催して頂きたく、御手数お掛け致しますが、宜しく御願い申
し上げます。最後になりますが、私もついに残された時間は
2年となりました。悔いのないよう、全力で駆け抜けて参り
ます。

　●テーマ　　　　 「不撓不屈」
実行委員長 平岡 良之

専務理事

　本年度 専務理事を仰せつかりました山
本恭平と申します。
　本年度の事務局は、𠮷田理事長が掲げら

れる『結束～自分らしさを忘れずに～』のテーマの下、私達
の活動にかかわる全ての人への想いを絶やすことなく活動
に取り組み、尾道青年会議所の発展に尽力して参ります。
　また、本年度は拡大委員会としての役割を事務局で担わ
せていただきます。近年続く会員数の減少を食い止め、一
人でも多くの仲間を増やせるよう精一杯努めて参りたいと
思います。
　諸先輩方におかれましては、様々な場面においてお力添
えを賜ることになろうと存じますが、1年間 何卒よろしくお
願い申し上げます。

　●テーマ 　 「人を想い、人の為に」
山本 恭平時代を担う人材育成室

　本年度、時代を担う人材育成室の副理事
長を務めます、岡本大輔です。

　今までの常識が通用しない時代の幕開けとなった2023
年。そんな時代を前に私たちはこれからの時代生き抜いて
いける人材が育つ機会ときっかけを提供して参ります。
　己を含め、全員で成長していける機会づくり、地域を支え
ていく人材育成に情熱を持ち、取り組んでまいります。
　また、厳しい時代だからこそ、メンバー同士で助け合い、
これまでに無い結束力を育て、尾道青年会議所でなければ
できない事業を提供し、いっそう尾道の人々に愛される尾
道青年会議所を目指し、１年間頑張って参ります！

　●テーマ　　「いつも情熱と共に」
副理事長 岡本 大輔

京

都

会

議

初
釡

ブロック

新春会議



　
1
月
20
日（
金
）～
22
日（
日
）、2
0
2
3
年
度 

京

都
会
議
に
参
加
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
２
０
２
３
年
度
は
、テ
ー
マ「R

em
em

ber Y
our 

D
ream

」と
題
さ
れ
、多
く
の
日
本
青
年
会
議
所・各

地
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
が一堂
に
会
し
ま
し
た
。

　
20
日（
金
）は
中
国
地
区
協
議
会
会
員
会
議
所
会
議

並
び
に
地
区
ナ
イ
ト
に
参
加
し
、尾
道
の
地
で
開
催
さ

れ
る
地
区
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
に
向
け
て
、中
国
５

県
各
Ｌ
Ο
Ｍ
の
結
束
を
強
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
21
日（
土
）は
各
種
フ
ォ
ー

ラ
ム
に
参
加
し
、自
己
研
鑽

を
行
い
ま
し
た
。そ
の
後
Ｌ

Ｏ
Ｍ
ナ
イ
ト
を
開
催
し
ま
し

た
。途
中
、中
国
地
区
協
議

会 

山
田
会
長
、広
島
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会 

島
田
会
長
が
ご

挨
拶
に
来
ら
れ
、中
国
地
区

並
び
に
広
島
県
全
体

で
の
団
結
力
を
深
め

る
と
と
も
に
、多
く
の

メ
ン
バ
ー
と
多
い
に
お

互
い
の
想
い
を
交
し
合
い
、京
都
の
地
に
て
メ
ン
バ
ー
同

士
の
懇
親
を
深
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
22
日（
日
）に
は
新
年
式
典
に
参
加
を
し
ま
し
た
。

満
員
の
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、麻
生
会
頭
の
新
年
念

頭
挨
拶
を
拝
聴
し
、今
後
の
活
動
に
向
け
て
メ
ン
バ
ー

の
想
い
が一つ
に
な
る
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
参

加
し
、た
く
さ
ん
学
び
の
機
会
を
得
る
事
が
出
来
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
記
事
：
中 

直
哉
）

　
1
月
28
日
（
土
）
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
広
島
に
て
、
公
益
社
団
法
人
日
本

青
年
会
議
所
中
国
地
区
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協

議
会
新
春
会
議
並
び
に
新
春
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
で
は
、

一
般
社
団
法
人 

福
山
青
年
会
議
所
か
ら
出
向
さ
れ
て
お
り
ま
す
島
田 

宗
輔
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
の
掲
げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
出
会
い
つ
な
が
る 

～
魅
力
溢
れ
る
広
島
へ
～
」
の
元
、
広
島
県
内
の
各
地
青
年
会
議

所
メ
ン
バ
ー
が
一
同
に
集
い
、
本
年
度
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の

ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
春
会
議
で
は
、
島
田
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
の
ご
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、

副
会
長
、
委
員
長
の
事
業
方
針
説
明
を
通
じ
、
多
く
の
こ
と
を
持
ち

帰
る
新
春
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

　
続
く
新
春
交
流
会
で
は
、
山
田
直
前
会
長
の
乾
杯
で
盛
大
に
ス

タ
ー
ト
し
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ
を
超
え
た
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
各
L
O
M
及
び
理
事
長
の
紹
介
で
は
、
𠮷𠮷
田
理
事
長
が
メ
ン

バ
ー
の
前
で
所
信
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
国
地
区
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
主
管
L
O
M
と
し
て
、
尾

道
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
が
結
集
し
、
地
区
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の

P
R
を
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
駆
け
付
け
、広
島
県
内
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
親
睦
を

深
め
、広
島
県
内
L
O
M
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　 

（
記
事
：
高
升 

純
）

　
1
月
7
日
（
土
）
広
島
市
の
上
田
流
和
風
堂

に
て
初
釜
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
田
宗
箇
流
の
初
釜
は
、
新
年
を
祝
い
1
年

の
無
病
息
災
を
祈
る
も
の
で
あ
り
、
作
法
の
特
徴

と
し
て
、
凛
と
し
て
美
し
く
、
男
性
は
男
性
ら
し

く
、
女
性
は
女
性
ら
し
く
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
県
内
12
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
理
事
長
、
広
島
ブ
ロ
ッ
ク

役
員
団
が
一
堂
に
会
し
、
お
も
て
な
し
を
受
け

ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
別
室
で
の
祝
膳
の
席
で
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
　 

（
記
事
：
セ
ク
レ
タ
リ
ー
　
向
井 

豪
佑
）

まちの未来創造室

　２０２３年度 まちの未来創造室 副理事長
を仰せつかりました小林暢玄と申します。

　新型コロナウイルスの影響を受け、活動自体が難しい時
期が続きましたが、ようやく制限なく活動できる兆しがある
ことを大変嬉しく思っております。
　今年度は𠮷田理事長が掲げられる「結束～自分らしさを
忘れずに～」を軸とし、まちの声に耳を傾け、まちの為に声
をあげていけるよう邁進したいと考えております。
　輝くまちづくり推進委員会、総務広報委員会の素晴らしい
個性を持ったメンバーと一致団結して、尾道の未来を創造し
て参りますので、一年間どうぞ宜しくお願い申し上げます。

　●テーマ 　　　　　   「声」
副理事長 小林 暢玄

中国地区コンファレンス特別室

　本年度、中国地区コンファレンス特別室
の実行委員長を仰せつかりました平岡で御

座います。一年間、どうぞ宜しく御願い申し上げます。尾道
青年会議所は今年、25年ぶりに地区コンファレンスの主管
LOMとなりました。実行委員長として、尾道の魅力を最大
限に発揮し、中国5県の現役メンバーに知って頂けるよう努
めてまいります。また、当日はOBの先輩方にはOB会の開
催して頂きたく、御手数お掛け致しますが、宜しく御願い申
し上げます。最後になりますが、私もついに残された時間は
2年となりました。悔いのないよう、全力で駆け抜けて参り
ます。

　●テーマ　　　　 「不撓不屈」
実行委員長 平岡 良之

専務理事

　本年度 専務理事を仰せつかりました山
本恭平と申します。
　本年度の事務局は、𠮷田理事長が掲げら

れる『結束～自分らしさを忘れずに～』のテーマの下、私達
の活動にかかわる全ての人への想いを絶やすことなく活動
に取り組み、尾道青年会議所の発展に尽力して参ります。
　また、本年度は拡大委員会としての役割を事務局で担わ
せていただきます。近年続く会員数の減少を食い止め、一
人でも多くの仲間を増やせるよう精一杯努めて参りたいと
思います。
　諸先輩方におかれましては、様々な場面においてお力添
えを賜ることになろうと存じますが、1年間 何卒よろしくお
願い申し上げます。

　●テーマ 　 「人を想い、人の為に」
山本 恭平時代を担う人材育成室

　本年度、時代を担う人材育成室の副理事
長を務めます、岡本大輔です。

　今までの常識が通用しない時代の幕開けとなった2023
年。そんな時代を前に私たちはこれからの時代生き抜いて
いける人材が育つ機会ときっかけを提供して参ります。
　己を含め、全員で成長していける機会づくり、地域を支え
ていく人材育成に情熱を持ち、取り組んでまいります。
　また、厳しい時代だからこそ、メンバー同士で助け合い、
これまでに無い結束力を育て、尾道青年会議所でなければ
できない事業を提供し、いっそう尾道の人々に愛される尾
道青年会議所を目指し、１年間頑張って参ります！

　●テーマ　　「いつも情熱と共に」
副理事長 岡本 大輔

京

都

会

議

初
釡
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　正月太りから徐々に体重を戻しつつある沼尾です。目標マイナス１２kgまでの道のりは遠いです。まず
は、体を動かすことが大切。とりあえず走ろうと思いまして、ランニングシューズを買いました。毎日早朝
と夕方に自宅、会社の周辺を走る予定です。見かけたら是非エールをよろしくお願いします！　　　　　

（記事 ： 沼尾 一）
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●仕事に頑張っていること
　私が仕事で頑張っていることは、会社の仲間と
のチームワークです。
　日々伝達や調整、会社でのレクレーション等さ
まざまな取り組みをしています。
　私の仕事は足場です。私からすれば足場もス
ポーツも同じようなものです。
　とてもチームワークが大切なのです。

●趣味・好きなこと
　私の好きなことは人と話をすることです。
　いろんな人の話を聞いて勉強になるし、人と触れ合うこ
とがとても楽しいのです。
　尾道青年会議所でも活動を通して、たくさんの方と触れ合って親交を深めていき
たいと思います。
　よかったらみなさんでいろいろお話しましょう。

会 社 名　有限会社 上川組
会社住所　尾道市高須町5402
業　　種　建設業

上 川  竜 次
かみかわ りゅうじ

●学生時代に頑張ったこと
　私は学生時代ずっとバスケットボールを
しており、大学ではサークルに所属しキャ
プテンをさせていただきました。サークル
紹介動画の作成、SNSを活用する事で新
入生が毎年30人ほど入るサークルになり
ました。また他のバスケサークルに出向
き、関わりを持つことで新たな大会を開催
でき、横の繋がりもかなり増えました。

●趣味・好きなこと
　好きなことは旅行、スノーボードや飲み会です。海外旅行には毎年行っており、行っ
たことのない国に行くことで新たな発見や経験ができるところが魅力です。ウィン
タースポーツは見るのもするのも好きです。みんなでワイワイしている時間が一番
好きです。何事も誘われたらまずはやってみるというスタイルなので、ぜひ誘ってくだ
さい！

会 社 名
株式会社 恵泉ホールディングス
会社住所
尾道市平原3丁目1番15号
業　　種　福祉業、飲食業

狩 野  聡 汰
かのう そうた

●学生時代に頑張ったこと
　中学・高校とバレーボールをしており、決して強いチームと
は言えませんでしたが、6年間レギュラーでセッターという司
令塔みたいなポジションをしておりました。
　中学・高校ともに主将も経験させて頂き、充実した学生生活
となりました。

●趣味・好きなこと
　趣味は、野球観戦、ドラマやアニメ鑑賞、
筋トレです。
　野球はやったことないですが、カープの
試合を見るのは好きです。ルールはアニメ
のメジャーと父から学びました。
　筋トレは昨年の夏から始め、最終目標は松本人志のような肉体
を手に入れることです。

会 社 名　有限会社 おだ酒店
会社住所　尾道市古浜町2-45
業　　種　酒類販売小売業

小 田  康 聖
おだ こうせい

新入会員紹介

　
1
月
16
日
（
月
）
、
尾
道
国
際
ホ

テ
ル
に
て
「
乗
風
破
浪
～
我
ら
の

帆
で
未
来
を
掴
め
～
」
を
テ
ー
マ
に

2
0
2
3
年
の
船
出
と
な
る
新
年
宴

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は

2
0
2
0
年
以
来
3
年
ぶ
り
と
な
る

宴
会
形
式
で
の
設
え
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
𠮷𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
り
𠮷
年
𠮷

の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
結
束
～
自
分
ら

し
さ
を
忘
れ
ず
」
へ
の
思
い
、
決
意

を
O
B
、
そ
し
て
現

役
メ
ン
バ
ー
に
向
け
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
縁
を
開
く
た
め
、
鏡
開
き
に
て
乾
杯
を
行
い

ま
し
た
。
𠮷
𠮷
及
び
委
員
会
紹
介
で
は
出
席
者
全

メ
ン
バ
ー
に
登
壇
し
て
い
た
だ
き
、
2
0
2
3
年

の
尾
道
青
年
会
議
所
メ
ン
バ
ー
の
顔
触
れ
を
先
輩

方
に
お
披
露
目
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
活

躍
し
て
く
れ
る
9
名
の
新
入
会
員
に
は
一
人
ひ
と

り
自
己
紹
介
と
意
気
込
み
を
述
べ
て
も
ら
い
、
ま

た
今
年
が
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
と
な
る
11
名
の
卒

業
予
定
者
を
紹
介
し
、
代
表
し
て
中
司
昌
克
君

が
ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
に
向
け
て
の
一
言
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
緊
張
感
も
あ
り
な
が
ら
も
和
や
か

な
時
間
を
先
輩
方
と
過
ご
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
定
な
情
勢
、
そ
し
て
御

多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・

特
別
会
員
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
、
こ
の
3
年
間
希
薄
と
な
っ
て
い
た

先
輩
方
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る

場
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
𠮷
：
中
国
地
区
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
実
行
特
別
委
員
会

副
実
行
委
員
𠮷
　
安
保 

大
輔
）

　
1
月
16
日
（
月
）
尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に
て
、
1

月
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
2
3
年
𠮷
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
𠮷
例
会
で

は
、
𠮷
𠮷
𠮷
・
直
前
𠮷
𠮷
𠮷
・
監
𠮷
の
バ
ッ
ジ
が
𠮷𠮷

𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
率
い
る
新
体
制
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
𠮷𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
の
年
頭
あ
い
さ
𠮷
で

は
、
𠮷
年
𠮷
の
テ
ー
マ
「
結
束
～
自
分
ら
し
さ
を
忘

れ
ず
に
～
」
の
元
、
𠮷
年
𠮷
に
向
け
た
力
強
い
思
い

を
現
役
メ
ン
バ
ー
に
伝
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
く
各
種
表
彰
で
は
、
2
0
2
2
年
𠮷
満
期
退

会
者
の
皆
様
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
2
0
2
2

年
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
・
監
𠮷
・
出
向
者
・
例
会
皆
出
席
者

の
努
力
と
功
績
を
称
え
、
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

皆
様
の
達
成
感
に
満
ち
た
姿
は
記
憶
に
残
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　
満
期
退
会
者
の
表
彰
で
は
、
𠮷𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
𠮷
か

ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ

れ
、
代
表
と
し

て
今
岡
正
英
先

輩
か
ら
現
役
メ

ン
バ
ー
に
お
心
づ
け
を
い
た
だ
き
、
現
役
会

員
へ
温
か
く
心
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
総
務
広
報
委
員
会
と
し
て
１
月
例
会
設
営

は
多
々
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご

協
力
の
お
か
げ
で
無
𠮷
、
滞
り
な
く
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
記
𠮷
：
藤
𠮷 

祐
輔
）

１
月
例
会

新 年 宴 会新 年 宴 会
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